
○臨海部※1において､工業用地などに供するため造成された土地は､平成26年末現在4万8,267haであり、

このうち約95%にあたる4万6,064haが売却等の処分※2が進んでいる。【図１】

○直近の５年間では、処分済用地合計(669ha) が竣工済用地合計(424ha) を上回り、未処分用地

は減少傾向にある。【図２】

臨海部土地造成事業で整備された用地の状況

竣工済用地

※１ 港湾区域および臨港地区内に限る。

※２ 「処分」とは、売却・貸付を示す。
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【図２：臨海部の年間竣工面積と年間処分面積の関係】
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【図１：臨海部土地における用地区分毎の処分状況割合】


